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4
月
7
日
、
政
府
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
7
都
府
県
に
5
月
6
日

ま
で
、
特
措
法
に
基
づ
く
非
常

事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

自
治
労
東
京
都
本
部
は
こ
れ

ら
を
受
け
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
負
け
な
い
取

り
組
み
を
3
点
提

起
し
て
、
組
合
員

の
団
結
を
呼
び
か
け
ま
す
。

一
つ
は
、
組
合
員
が
自
分
自

身
の
命
と
大
切
な
人
の
命
も
守

る
と
い
う
決
意
を
固
め
る
こ
と

で
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
無
色
透
明

・
無
臭
・
無
機
質
で
す
。
ま

た
、
無
症
状
の
潜
伏
期
間
が
あ

る
の
で
、
症
状
が
出
た
と
き
に

は
す
で
に
感
染
の
中
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
恐
ろ
し

さ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
細
心

の
注
意
、
慎
重
な
行
動
、
そ
し

て
、
何
よ
り
「
自
ら
を
律
す
る

覚
悟
」
が
必
要
で
す
。

二
つ
目
は
、
医
療
、
保
健

所
、
感
染
症
対
策
の
労
働
者
に

対
し
て
の
言
わ
れ
な
き
バ
ッ
シ

ン
グ
に
抗
し
て
い
く
こ
と
で

す
。ネ

ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心

に
、
感
染
症
対
策
に
懸
命
に
従

事
し
て
い
る
労
働
者
に
「
対
応

が
遅
い
」「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受

け
ら
れ
な
い
」「
ま
た
院
内
感

染
」
等
、
差
別
と
バ
ッ
シ
ン
グ

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

め
て
、
労
働
組
合
と
し
て
懸
命

に
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
医
療

等
労
働
者
に
対
し
て
感
謝
と
連

帯
で
、
こ
う
し
た
バ
ッ
シ
ン
グ

を
は
ね
返
す
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
雇
用
を
必
ず
守

り
抜
く
と
い
う
決
意
で
す
。

無
観
客
レ
ー
ス
の
続
く
公
営

競
技
労
働
者
に
対
し
て
、
施
行

者
側
は
あ
ろ
う
こ
と
か
、
4
月

1
日
を
目
前
に
し
て
会
計
年
度

任
用
を
し
な
い
、
賃
金
は
支
払

わ
な
い
、
今
後
の
雇
用
は
約
束

で
き
な
い
と
い
う
事
実
上
の
雇

用
止
め
の
提
案
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
の
現
場
単
組
の
踏

ん
張
り
で
一
定
押
し
戻
し
ま
し

た
が
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

同
様
な
こ
と
が
公
共
民
間
職
場

で
も
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
し
っ
か

り
と
雇
用
を
守
っ

て
い
く
決
意
で

す
。自

治
労
東
京
都

本
部
は
、
多
く
の
人
と
団
結
し

て
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
安

全
な
東
京
を
取
り
戻
す
ま
で
、

最
後
の
最
後
ま
で
た
た
か
い
抜

く
こ
と
を
こ
こ
に
決
意
い
た
し

ま
す
。
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新型コロナウイルス対策の拡充求める新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
で
奮
闘
す
る
組
合
員
の
皆
様
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
な
か
、
国
は

「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令
し
た
。今
、多
く
の
自
治
体
で
は
、

住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
の
業
務
に
懸
命
に
あ
た
っ
て

い
る
。
都
本
部
は
、
5
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
2
0
2
0

人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
」
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
対
応
を
含
め
て
、
総
合
的
な

職
場
の
人
員
確
保
と
業
務
体
制
の
拡
充
を
求
め
て
い
く
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
以
降
、

各
自
治
体
で
は
感
染
防
止
措
置

と
し
て
交
代
制
に
よ
る
在
宅
勤

務
を
臨
時
的
に
措
置
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自
治
体
は

サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
人
命
を
守
る
最
前

線
の
医
療
現
場
で
は
、
昼
夜
を

問
わ
ず
奮
闘
し
て
い
る
。
住
民

や
医
療
機
関
か
ら
の
相
談
に
応

じ
る
保
健
所
で
は
多
く
の
応
援

職
員
が
配
置
さ
れ
な
が
ら
も
激

務
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
無

症
状
・
軽
症
の
感
染
者
を
一
般

の
宿
泊
施
設
で
受
け
入
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
う
し
た
施
設
へ

の
対
応
も
重
な
っ
て
い
る
。
保

育
や
学
童
職
場
も
「
三
密
」
回

避
に
苦
慮
し
て
い
る
。
緊
急
事

態
宣
言
発
令
後
、
多
く
の
自
治

体
で
家
庭
で
の
保
育
が
特
に
困

難
な
場
合
に
限
定
し
て
保
育
を

受
け
入
れ
て
い
る
が
、「
原
則

休
園
」
「
登
園
自
粛
」
と
自
治

体
の
対
応
も
異
な
っ
て
お
り
、

一
人
親
家
庭
や
在
宅
勤
務
が
で

き
な
い
家
庭
へ
の
対
応
に
当
た

る
必
要
か
ら
自
治
体
も
判
断
に

苦
慮
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
清
掃
作
業
員
は
感
染
へ
の

不
安
を
抱
え
な
が
ら
作
業
に
あ

た
っ
て
い
る
。
ご
み
を
収
集
車

に
投
入
す
る
際
、
袋
が
破
れ
て

ご
み
が
飛
び
出
る
状
況
に
危
険

を
感
じ
つ
つ
も
、
マ
ス
ク
不
足

に
あ
る
の
が
実
態
だ
。
社
会
の

安
定
の
維
持
の
た
め
地
下
鉄
・

バ
ス
等
の
公
共
交
通
を
担
う
職

場
は
、
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

し
、
輸
送
を
支
え
て
い
る
。
そ

し
て
今
後
、
休
業
補
償
や
政
府

の
緊
急
経
済
対
策
に
対
応
す
る

た
め
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
は
さ
ら
に
繁
忙
を
極
め
る

こ
と
と
な
る
。
都
本
部
は
、
自

治
労
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
職

場
の
声
を
省
庁
や
国
会
議
員
へ

訴
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。近

年
多
発
す
る
大
規
模
な
自

然
災
害
や
深
刻
な
事
態
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
感
染
症
の
脅
威

に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
の
生

活
を
支
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
む
け
て
果
た
す
べ
き
役

割
が
問
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
地
域
を
熟
知
し
た
現
業
職

員
の
存
在
は
極
め
て
重
要
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
へ
の
対
応
が
逼
迫
し
て
い

る
な
か
、
こ
の
闘
争
を
通
じ

て
、
労
働
者
の
感
染
防
止
対
策

の
強
化
と
業
務
体
制
の
拡
充
を

自
治
体
・
使
用
者
に
要
求
し
て

い
く
。
大
規
模
な
自
然
災
害
を

含
め
た
緊
急
時
対
応
を
想
定
し

た
職
場
体
制
の
確
立
・
必
要
人

員
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
。

安
心
・
安
全
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

緊
急
時
に
備
え
た
人
員
の
確
保
を

都 本 部 統 一 指 標

① 新型コロナウイルス感染防止の強化、
業務体制（人員配置・感染防止）の拡
充

② 2020年4月時点における欠員職場への
早期の補充

③ 地域や現場を熟知した現業労働者の発
想（＝現場力）が必要不可欠であるこ
との労使共通認識の確立

④ 現業職場の直営体制維持
⑤ 2021年度の配置人員、新たな民間委託
や指定管理者制度導入、職員定数や組
織機構改革の見直しにおける事前協議
制の確立

座
光
寺

成
夫 闘 争 日 程

要求書提出 5月7日（木）～14日（木）

回答指定日 5月15日（金）

交渉ゾーン 5月15日（金）～21日（木）

統一行動日 5月22日（金）

連
合
第
91
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
影
響

ウ
ェ
ブ
開
催

メ
ー
デ
ー
は
、
英
語
で
書
く

と
�
Ｍ
ａ
ｙ

Ｄ
ａ
ｙ
�。
始

ま
り
は
1
8
8
6
年
の
5
月
1

日
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
、

1
日
12
〜
14
時
間
勤
務
が
当
た

り
前
だ
っ
た
労
働
環
境
の
改
善

を
求
め
て
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ

キ
を
起
こ
し
、
8
時
間
労
働
の

実
現
を
要
求
し
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
日
本
に
お
け
る
第
1
回

メ
ー
デ
ー
は
、
1
9
2
0
年
5

月
2
日
、
東
京
・
上
野
公
園
で

開
催
さ
れ
た
。
メ
ー
デ
ー
は
、

労
働
者
の
地
位
や
労
働
条
件
の

向
上
、
権
利
拡
大
を
は
じ
め
、

人
権
・
労
働
基
本
権
の
確
立
、

民
主
主
義
の
発
展
、
恒
久
平
和

の
希
求
に
深
く
貢
献
し
て
き
た
。

今
年
は
、
日
本
の
メ
ー
デ
ー

1
0
0
年
に
あ
た
る
年
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
連
合
メ

ー
デ
ー
中
央
集
会
は
中
止
と
な

り
、
動
画
を
配
信
す
る
ウ
ェ
ブ

開
催
と
な
っ
た
。

な
お
、
今
年
の
メ
ー
デ
ー

は
、「
平
和
・
人
権
・
環
境
を

守
り

公
正
で
持
続
可
能
な
社

会
を
め
ざ
す

働
く
仲
間
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
ろ

う
！
」と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。

「
連
合
第
91
回
中
央
大
会

（
総
集
編
）」
の
動
画
は
、
連

合
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
4
月
30
日
午
前
8
時
か

ら
5
月
30
日
ま
で
配
信
さ
れ

る
。
ぜ
ひ
多
く
の
組
合
員
の
皆

様
に
視
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▲第91回メーデー
動画配信QRコード

ウ
イ
ル
ス
は
人

を
差
別
・
選
別
す

る
こ
と
な
く
、
平

等
に
そ
の
害
悪
を

広
げ
る
。
今
す
べ

て
の
人
に
感
染
爆

発
を
止
め
る
た
め
の
自
覚
と

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
▼
し
か
し
労
働
組
合
や
社

会
運
動
の
視
点
か
ら
見
た

時
、
本
当
に
ウ
イ
ル
ス
は

「
平
等
に
」
害
悪
を
広
げ
て

い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
米
国
で
は
罹
患
後
の
重

篤
化
に
つ
い
て
人
種
間
で
の

偏
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
▼

ま
た
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、

保
育
、
清
掃
、
交
通
な
ど
社

会
を
維
持
す
る
た
め
に
平
時

と
同
様
の
勤
務
を
続
け
て
い

る
人
々
は
数
多
い
が
、
そ
れ

ら
の
業
務
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
感
染
防
止
を
図
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
英
国
ロ
ン

ド
ン
市
で
は
既
に
バ
ス
運
転

手
20
人
が
感
染
に
よ
り
命
を

落
と
し
て
い
る
▼
緊
急
事
態

宣
言
と
休
業
要
請
の
下
、
政

府
に
よ
る
補
償
も
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
し
か
し
先
日
国

会
で
は
、
雇
用
調
整
助
成
金

制
度
か
ら
競
輪
事
業
に
働
く

仲
間
を
排
除
す
る
不
当
な
答

弁
が
な
さ
れ
た
▼
未
曽
有
の

危
機
が
顕
在
化
さ
せ
る
社
会

の
矛
盾
。
そ
れ
は
今
、
私
た

ち
の
組
織
と
運
動
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
鮮
明
に
示
し
て

い
る
。

（
毛
利
）

東奔西走

自
治
労
東
京
都
本
部

中
央
執
行
委
員
長

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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自治労東京は、みなさんを応援します。
私たち「じちろう」は賃金・労働条件を守り、
より良い職場環境と生活向上のために、全力で皆さんを応援します。
仕事や生活で困った時は労働組合へご相談ください。

新新規規採採用用職職員員ののみみななささままへへ

多くの仲間が力です多くの仲間が力です多くの仲間が力です私たちの賃金・労働条件
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